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「今ではす つかり 埋められて しまって 跡 方 も 残って い 

ません が、 ここが 昔の 帯 取りの 池と いうんで すよ。 江 

戸の 時代に はま だ ちゃんと 残って いました。 御覧な さ 

い。 これです よ」 

半 七 老人 は万延 版の 江戸 絵図 を ひろげて 見せて くれ 

た。 巿ケ 谷の 月桂 寺の 西、 尾 州 家の 中 屋敷の 下にお び 

とりの 池と いう、 かなり 大きそう な 池が 水色に 染めら 

れ てあつた。 

「京都の 近所に も 同じような 故蹟が あるそう です が、 



「そんな ことか も 知れません よ」 と、 半 七 老人 は忤ら 

わずに うなずいた。 「又 ある 説に よると、 大蛇が 水の 

底に 棲んで いる 害 はない。 これ は 水練に 達した 盗賊が 

水の 底に かくれて いて、 錦の 帯 を囵に 往来の 旅人 を 

引き摺 リ 込んで、 その 懐中物 や 着物 を みんな 剝ぎ 取る 

のだろう と 云 うんです。 まあ、 どっちに しても 気味の 

よくない 所で、 むかし は 大変に 広い 池で あつたの を、 

江戸時代 になって だんだん 狭められ たの だそう で、 わ 

たくし どもの 知っている 時分に は、 岸の 方 はもう 浅い 

泥沼の ようになって、 夏になる と 葦な どが 生えて いま 

した。 それでも 帯 取りの 池と いう^な 伝説が 残って い 



まして 昔から 帯 取りの 池と いう 奇怪な 伝説 を もつ てい 

る 此の 池に 女の 美しい 帯が 浮かんで いるので あるから、 

その 噂 は それから それへ と 伝わって、 勿ち 近所の 大評 

判と な つ たが、 う つ かり 近寄 つ たら どんなに 恐ろしい 

目に 遇う かも 知れない という 不安が あるので、 臆病な 

見物人 はた だ 遠い ほうから 眺めて いるば かりで、 たれ 

も 進んで その 帯の 正体 を 見と どける 者がなかった。 

そのうちに 尾 州 家から 侍が 二、 三人 出て 来た。 かれ 
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らは 袴の 股 立ち を 取って、 この 泥ぶ かい 岸に 降り 立つ 

て、 疑問の 帯 を ずるずると 手繰り あげたが、 帯 は 別に 

不思議の 働き を も 見せないで、 濡れた 尾 を ひき 摺 りな 



ない と 泣きながら 証明した。 して 見る と、 何者かが お 

みよ を 絞め殺して、 その 帯 を 解いて 抱え 出して、 わざ 

わざ 帯 取りの 池へ 投げ込んだ ものであろう。 しかし、 

なんの 為に 彼女の 帯 を 解いた か、 慾の 為なら ば この 家 

内に もっと 金目の 品 は 幾ら も ある。 彼女の 帯ば かりで 

なく、 着物 をも^: いで 行きそう な ものであるのに、 単 

に 帯ば かりに 眼 をつ けて、 しかも 場所 をえ らんで、 そ 

れを帯 取りの 池へ 沈めた というに は 何 か 深い 仔細が な 

ければ ならない。 まさかに 池の 主が 美しい おみよ を 魅 

こんだ 訳で も あるまい。 どう 考えても、 この 疑問が ま 

だ 容易に 解けそう もなか つ た。 



嫁入り 前で さあね。 御代 参 をた のまれた の は、 町内の 

古着 屋 のおつ かさんに …… 。 と 云い 訳 をす るの も 野暮 

です が、 そこの 妹が あたしの ところへ お 稽古に 来る も 

ん ですから」 

「じゃあ、 そのお つかさん も 御 信心なん だね」 と、 半 

七 は 何の 気 も つ かずに 云 つ た。 

「御 信心 も 御 信心です けれど、 すこし 心配事が ありま 

してね。 そこの 息子さんが 十日ば かり も 前から、 どこ 

へ 行って しまった か 判らな いんです よ。 方々 の 卜者に 

みて 貰ったら、 剣難が あるの、 水難が あるのと 云われ 

たそうで、 おつかさん はなおな お 苦労して いるんで す _ 



今 もお 堂で 御神籤 を 頂い たんです が、 やっぱり 凶と 出 

たので …… 」 と、 女 は 苦労 ありそうに 細い 眉 を 寄せた _ 

きね や 

女 は 内 藤 新 宿の 北 裏に 住んで いる 杵屋 ぉ登久 という 

師匠であった。 かれは 半 七 や 松吉の 商売 を識 つてい る 

ので、 ここで 遇った の を 幸いに、 もし その 古着 屋の息 

子の ゆくえに 就いて、 なに か 心 当りで も あったら 知ら 

して くれと 頼んだ。 半 七 は こころよく 受け合った。 

「なにしろ、 おつか さんが 可哀 そうです からね」 と、 

お 登久は 同情す るよう に 云った。 「妹 はま だ 子供です 

し、 稼ぎ人に いなく なられち や あ、 どうに もしょうが 

な いんです」 



ら、 おれ 達 も附き 合っても う 一度 引つ 返 そうじゃ ねえ 

ゝ I 

力」 

「でも、 それじゃ あんまりお 気の毒で すから」 

「なに、 構わね え。 さあ、 おれが 案内 者になる ぜ」 

半 七 は 先に 立って、 茗荷 屋へ 再び はいった。 好い 加 

減に 酒 や 肴 を あつらえて、 お 登久と 妹に 飯 を 食わせて 

やった が、 やがて 時分 を 見て 彼 はお 登久を 別の 小 座敷 

へ 連れて行った。 

「ほか じゃあね えが、 今の 古着 屋の 息子の 一 件 だが… 

〜。 おめえ も 俺に たのむ 以上 は、 なにもかも 打明けて 

くれね え じゃあ、 どうも 水つ ぼくて 仕事が しにく いん 



が可哀 そうだから なんて、 うまく おれ を 担ごうと した 

ね。 おめえ もずい ぶん 罪が 深け ぇぜ。 おぼえて いるが 

fl^ - /. まま まま TT5 ま」 

お 登久は 真つ 紅に なって、 初心ら しく 小さくな つて 

いた。 

きょうだ い 

お 登久の 姉妹に 土産の 笹折を 持たせて 帰して、 半 

七 はま だ 茗荷 屋に 残って いた。 

「やい、 ひよ ろ 松。 犬 も あるけば 棒に あたる と はこの 



り や あいけ ますめえ」 

しろ 1 つと 

「そうだ」 と、 半 七もう なず いた。 「だが、 素人の こと 

だ。 いつまで 何処に 隠れても いられめ え、 ほ とぼりの 

冷めた 頃 にゃあ、 き つ とぶら ぶら 出て 来る に 違げ えね 

え。 てめ え はこれ から 新 宿へ 行って、 その 古着 屋と師 

匠の 家の 近所 を 毎日 見張って いろ」 

「ようがす。 きっと 受け合いました」 

松吉に 別れて、 半 七 はまつ すぐに 神 田へ 帰ろうと 

思った が、 自分 はま だ 一度 も その 現場 を 見と どけた こ 

とがない ので、 念のために 帰途に 巿ケ 谷へ 廻る ことに 

した。 合羽 坂 下へ 来た 頃に は 春の 日 ももう 暮れ かかつ 



ていた。 酒屋の 裏へ はいって、 格子の 外から おみよ の 

家の 様子 を 一応う かがって、 それから 家主の 酒屋 をた 

ずね ると、 御用で 来た 人 だと 聞いて、 帳場に いた 家主 

も 形 を あらためた。 

「御苦労 さまで) J ざ います。 な にか 御用で，) ，- ざ います 

ゝ I 

力」 

「この 裏の 娘の 家に は、 その後 なんにも 変った こと は 

ありま せんかね」 

「けさ ほど も 長 五郎 親分が 見えました ので、 ちょっと 

お 話 をいた して 置き ましたが …… 」 

長 五郎と いうの は 四 谷から 此の辺 を緦 張りに してい 



草鞋 を 穿い たん じゃあり ますめえ か」 

松吉の 報告に よると、 その 古着 屋も 師匠の 家 もみな 

平屋の 狭い 間取りで、 どこに も 隠れて いるよう な 場所 

が ありそう もない。 古着 屋の 店に もお ふくろが 毎日 

坐って いる。 師匠の 家で も 毎日 稽古 をして いる。 ほか 

に は 何の 変った こと はない と 云った。 

「師匠の 家 じゃあ 相変わらず 稽古 をして いるんだ な。 

つき ざら 

あそこの 家の 月 浚い はいつ だ」 と、 半 七 は 訊いた。 

「毎月 r 一十 日 だそう で すが 、 今月 は 師匠が 風 邪 を 引 い 

たと かいうんで 休み ましたよ」 

「二十日と いうと おととい だな」 と、 半 七 は 少しかん 



と、 また 何 をし でかす か 判った もん じゃあね え」 

二人 は 新 宿の 北 裏へ 行った。 

「おや、 三 河 町の 親分さん。 先日 はどう も 御 厄介に な 

りました。 その後 まだお 礼に も 伺いませんで、 なにし 

ろ 貧乏 暇 無しの 上に、 少し 身体が 悪かった もんで ござ 

、„. ま す 力 ら まま まま ま I 

杵屋 ぉ登久 はべん ベら 物の 半纏の 襟 を 揺り 直しな が 

ら 笑い顔 をして 半 七 をむ かえた。 彼女 は 松吉が 裏口に 



忍んで いるの を 知らないら しかった。 半 七 は 奥へ 通さ 

おきどこ よりつき 

れて、 小さい 置 床の 前に 坐った。 寄付の 四畳半に は 長 

火鉢 や 箪笥 や 茶箪笥が 列んで い て、 奥の 六 畳が 稽古場 

になって いるら しく、 そこに は 稽古 用の 本箱 や 三味線 

が 置いて あった。 八ッ (午後 二 時) 少し 前で、 手習い 

子 もま だ 帰って来ない 時刻の せいか、 弟子 は 一人 も 

待って いなかった。 

「妹 はどうし たね」 

「あの、 きょう も 御 参詣に まいりました」 

「鬼子 母 神様 かえ」 と、 半 七 はお 登久の 持って来た 桜 

湯 をのみながら 苦笑い をした。 「なかなか 御 信心 だね 



つめていた。 

「師匠の 前 じゃあち つと 云いに くいこと だが、 千次郎 

は 巿ケ谷 合羽 坂 下の 酒屋の 裏にい るお みよと いう 若い 

女と、 近所の 質屋に 奉公して いる 時分から 引つ からん 

でいたん だ。 お前が ふだんから 気 を まわして いる 相手 

というの は その 女 だ。 ところで、 そこに どういう 因縁 

があった か 知らね えが、 千次郎 とおみよ は 心中す る こ 

とに なって、 男 はまず 女 を 絞め殺した」 

「まあ」 と、 お 登 久の顔 は 真つ 蒼に なった。 「ほんとう 

に 二人で 死ぬ 気 だつ たんで しょうか」 

「ほんとう も噓 もね え。 真剣に 死ぬ 気 だつ たんだろう _ 



だが、 女の 死ぬ の を 見る と、 男 は 薄情な もの さ。 急に 

気が 変って 逃げ出して、 それから 何処かに 隠れて し 

まったん だ。 死んだ 女 は 好い 面の 皮で、 さぞ 怨ん でい 

るだろう よ」 

「二人が 心中 だとい う 確かな 証拠が あるんで しょう 

ゝ I 
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「女の 書 置が 見付か つ たから 間違い も あるめえ」 

云い かけて ふと 気がつく と、 お 登久の 涼しい 眼に は 

涙が いっぱいに 溜って いた。 

「その 女と 心中まで する 位 じゃあ、 つまり 私 は 欺され 

ていたんで すね」 
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